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研究成果の概要 

２０２４年度はフェーズ２の１年度目であったが，研究計画通り翌年度の無線伝搬実験に向けた高

周波システムパラメータの基礎検討及びレクテナ，大電力増幅器設計を実施した．フェーズ１では送信

側と受信側を有線接続するシステムで変復調方式やワイヤレス給電の送電電力をパラメータとし，電

力伝送とデータ通信の両立性を評価したが，有線で伝送可能な周波数は直流からおよそ 20GHz までの

幅広い周波数帯域であった．しかし実際のワイヤレス伝送系においては伝送可能な周波数帯域は数 GHz

程度に限定される．その周波数帯域制限を模擬するために Band pass filter（BPF）を有線での実験系

に挿入し，２０２３年度と同様の実験を行った．BPFがある場合とない場合での特性比較を行い，劣化

の度合いと周波数帯域の関係を明らかにした． 
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